
 

 

                               
心のエネルギープロジェクト 

校長 瀬川 英二 
 

虹を見たでしょうか。６月２６日の夕方、北秋津の空全体に、二重の虹“ダブルレインボ

ー”が出ていました。見ると、幸運が訪れるそうです。関係があるのか、先週土曜日のテレ

ビで（ツギクル芸人グランプリ２０２５）、芸人の豆鉄砲さんが優勝しました。３月に、北秋津

小で全校特別授業としてお笑いライブをやっていただいています。お笑い自慢の子供たちを

体育館の舞台に上げて、一緒にコントをしたり、その後に高学年にキャリア教育もしていた

だいたり。「いろいろ悩んでいいんだけど、最後は絶対大丈夫だっていうことを忘れないで

いてほしい」とホセさん（立ち幅跳びの人と言えば、子供たちはわかります！）。 

そうだなと思います。人生で、学校で過ごす時間は２割程度でしかありません。残りの８

割は社会へ、将来をどう生きるのかに目を向けて。では、大人がそのような姿を見せられて

いるだろうか。「子供は、親の言うのようにはならず、親のするようにする」とは、私たち

教師にも向けられるものでしょう。今月号の教育雑誌にこのようにありました。 
 
先生がやりたいことをやりたいようにやる姿を見せつけることが、大切だと思います。その規

格外れさをどれだけ見せつけるのかというのが、先生の役目だと思います。「人間としてどう生

きるか」というようなことで、ある意味、詩人は最終的には「あなたがどれだけ人間としておも

しろいか」の勝負ということになるんです。（詩人 伊藤 比呂美さん） 
 

さて、その規格外れさに挑戦というか、「ストリートピアノ in kitaakitsu♪」を始めま

す。東昇降口のホールにアップライトピアノを置きました。３月に閉園になった所沢第二幼

稚園のピアノです。台帳には昭和５８年の登録とあります。もう４２歳のピアノ。「これか

らも永く愛されて使ってもらえるならうれしい」と園の方。専門の運送屋さんと調律の方に

ご協力をいただき、地域の方に吊り下げのスポットライトを取り付けてもらったりして、舞

台感づくり。多くの人のつながり。子供たちが自由に弾けるようにして、音楽があふれる学

校、５０周年。所沢市も「音まち」を推進しています。ここまでをストーリーにして、所沢

駅にあった“音まちピアノ”を弾いたことのある（３年半前）ハラミちゃんに手紙を書きま

した。学校へ来てくれたら、その時に弾いていた、あいみょんを聴きたいな。音楽委員会の

子供たちも、ピアノに名前を考えたり飾りつけたりするなど、企画をしています。 

自分たちの学校を、自分たちで創ること。子供たちが多くの人とかかわって、安心して自

己開示ができること。そうして、自分の成長を振り返り、心にエネルギーを蓄えていくこと

ができます。７月も所沢市「心のエネルギープロジェクト」の取組を推進します。本日の全

校朝会では「今、あなたがここにいること」について話しました。ご家庭でもお子様との会

話を大切にしていただき、温かな思いを伝えてください。 
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【６月１５日（土）学校公開】 

多くの方々にご来校いただきました。「ふだん見られない子供たちの姿を見ることができてよか

った」など、１２０件の感想をいただきました。ありがとうございました。私たち教職員にとって

も励みになります。今年度、北秋津小は所沢市教育委員会「いじめ未然防止プログラム」の研究協

力校です。子供たちが、いじめ問題を含むトラブルを自分たちで解消する力を身につけ、いじめを

許さない学校風土を醸成して、いじめの未然防止に取り組みます。当日は関連して、全学級で道徳

の授業を公開しました。 

※７月１４日（月）「いじめ未然防止プログラム特別授業・講演会」は、全学年の保護者の皆様も

参観できます。ぜひお越しください。（４年生８：３０～１０：０５、５年生１０：２０～１１：５５、音楽室） 
 

【６月２６日（木）子どもまつり】 

「楽しさばくはつ 心に残る子どもまつりにしよう」のスローガンの通り、縦割り学年の班ごとに様々な

楽しいお店がありました。リーダーの６年生が頼もしく、活躍していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【林間学校、修学旅行について】 

５年生の林間学校は７月２３日、２４日に長野県菅平高原方面へ、修学旅行は９月１７日、１８

日に栃木県日光市方面へ行きます。説明会ではお時間をいただきありがとうございました。 

旅行中、学校からご家庭への連絡は、１日の終わりや帰校予定など、必要なお知らせを中心とし

ます。お子さんが帰ってきたら、たっぷりと「どうだった？」と聞いてください。先回りするので

はなく、体験したことや感じたことを子供が自分の言葉で表せるようにすること。純粋に「どうだ

った？」がそれを引き出します。様々な経験をして、心身ともに豊かに成長する機会にします。 
 

【７月の予定】 

 
・埼玉県は、７月は「虐待ゼロ推進月間」です。埼玉県虐待禁止条例公布日の７月１１日、虐待通報ダイヤル
♯７１７１の番号にちなんで７月を推進月間として位置付けるものです。児童・高齢者・障害者に対する虐
待の防止について啓発を図ります。  
・虐待、あるいは虐待を疑う場合、学校の教職員には「通告」の義務が課せられています。 

月 火 水 木 金 
 １全校朝会 

短縮５時間 
希望面談日① 

２特日課５時間 
希望面談日② 

３読書タイム、読み
聞かせ３・４年 
委員会 

４特日課５時間 
希望面談日③最終 
 

７ 全校スキルタイ
ム 
 

８  
林間学校事前健診
５年 

９ 水曜日課 
 

１０読書タイム 
クラブ 
 

１１特日課６時間 
通学班会議・一斉
下校 

１４特日課５時間 
いじめ未然防止プ
ログラム特別授業・
講演会（４・５年） 

１５特日課 
 

１６特日課５時間 
 

１７特日課４時間 
給食最終日 

１８特日課３時間 
１学期終業式 
 

２１海の日 
 

２２ 
～夏休み８月３１日
まで 

２３ 
林間学校１日目 

２４ 
林間学校２日目 
 

２５ 
 


